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この度の経営統合はゴールでなく、

今後も「専門店集合型ホームセンター構想」に賛同する各社との連携を広げ、

2

日本一のホームセンターに向けたスタート



経営統合の背景・目的
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専門性の高い店舗やサービスを持つ地域一番店が集う

「専門店集合型ホームセンター構想」

共同持株会社
専門性の高い地域一番店

（例）店舗DX/AI活用に強み

専門性の高い地域一番店

（例）特定の商品領域に強み

経営統合後

店舗網 大型店舗運営能力 専門店運営のノウハウ 商品開発力

両社は、個別性や地域性を追求したお客さま本位の店舗運営を根源としてきた

⚫ ホームセンター大手のジョイフル本田とアークランズが経営統合し、日本一を目指す新たなホームセンター運営会社が誕生いた
します。

⚫ 新会社は、この度の経営統合を新たなスタートとして、「専門店集合型ホームセンター構想」を掲げ、両社の構想に賛同するホー
ムセンター各社との連携を広げていきます。

日本一のホームセンターを目指す



両社の方向性と経営統合により期待される効果
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両社の経営資源を最大限に活用し、中長期的な収益力の向上と企業価値の最大化を図る

商品展開及び調達機能の連携
1

顧客基盤・マーケティング機能の連携
2

店舗開発・運営ノウハウの共有
3

事業基盤機能の最適化
4

統合後の姿

プロ向け資材のほか、ガーデン・ファーム、リフォーム、
インテリア・リビング、ペット・レジャーなど幅広い分野を取り扱い

豊富な品ぞろえと専門性の高いサービスを強み 品質を重視した商品を低価格で提供、魅力ある店舗づくりに強み

ホームセンターを中核に、リフォーム、ペット、アート＆クラフトなどの
小売事業に加え、外食、卸売、不動産など幅広い事業を全国で展開

経営統合により期待される効果

（シナジー）

⚫ 新たなホームセンター運営会社の誕生により、店舗網の拡大、店舗運営や商品開発力の向上など、お客様にとってのメリットを
一層強化してまいります。



商品力の強化と売上高の拡大

経営統合により期待される効果①
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商品展開及び
調達機能の連携

⚫ 両社の強みを活かしたプライベートブランド商品及びナショナルブランドとの共同開発専売商品
の相互供給・販売を推進し、商品力の強化と売上高の拡大を図ります。

⚫ 両社で共通する商品の仕入先を集約・一元化することにより、スケールメリットを活かした仕入
原価の低減・収益性の向上を目指します。

1

仕入原価の低減・収益性の向上

PB商品

相互供給・

販売推進
NB商品 PB商品 NB商品

両社の共通商品

スケールメリットを活かした仕入れ

集約・一元化



経営統合により期待される効果②
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顧客基盤・
マーケティング機能
の連携

⚫ リアルとデジタルのシームレスな連携や、デジタル技術を活用したマーケティング高度化を通じ
て、お客さま一人ひとりに最適な商品・サービスの提案を実現します。

⚫ 両社がこれまで培ってきた顧客基盤や多様な顧客接点を有機的に結び付けることで、ブランド
横断での回遊・利用を促進し、店舗集客力及びオンラインを含む購買頻度の向上を図ります。

⚫ 以上の取り組みを通じて両社の経済圏を拡大し、お客さまに継続的に選ばれるプラットフォーム
の構築を目指します。

2

リアル デジタル

お客さま一人ひとりに最適な商品・サービスの提案を実現

両社の経済圏を拡大し、お客さまに継続的に選ばれるプラットフォームの構築を目指します。

リアルとデジタルの
シームレスな連携

デジタル技術を活用した
マーケティング高度化

お客さま



経営統合により期待される効果③
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店舗開発・運営
ノウハウの共有

⚫ 両社が有する大型店舗の運営及び専門店の店舗開発並びにリフォーム事業・ペット事業に関する
専門的な知見を相互に共有し、更なる店舗オペレーションの磨きこみや売上高・収益性の向上を
目指します。

⚫ 両社の専門性を共有し、特定領域に特化した新フォーマットの専門店開発を図ります。

3

更なる店舗オペレーションの磨きこみや
売上高・収益性の向上

特定領域に特化した
新フォーマットの専門店開発

専門的な知見を相互に共有

両社が有する大型店舗の運営及び

専門店の店舗開発並びに

リフォーム事業・ペット事業に関する専門的な知見



物流ネットワーク

各種ITシステム

決済機能

商品在庫

共有・統合・最適化

経営統合により期待される効果④
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事業基盤機能の
最適化

⚫ 各種ＩＴシステム、決済機能、物流ネットワークや商品在庫、本社管理機能等の共有・統合・最適化
を検討し、スケールメリットを最大化するバリューチェーンの確立を目指します。

⚫ 両社の人材採用・育成・評価制度の共有・統合を検討し、更なる優秀な人材の育成を図ります。

4

各種ITシステム 決済機能

商品在庫

人材採用・育成・評価制度 人材採用・育成・評価制度

人材採用・育成・評価制度

共有・統合を検討

共同持株会社

バリューチェーンの確立

更なる優秀な人材の育成

本社管理機能

本社管理機能

物流ネットワーク

各種ITシステム 決済機能

商品在庫

本社管理機能

物流ネットワーク



共同持株会社の体制
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代表取締役会長 本田 理 （現ジョイフル本田取締役顧問）

代表取締役社長 平山 育夫 （現ジョイフル本田代表取締役社長）

代表取締役副社長 坂本 晴彦 （現アークランズ代表取締役会長）

取締役 伊野 公敏 （現アークランズ取締役管理本部長）

社外取締役 5名

取締役(9名)

相談役 坂本 勝司 （現アークランズグローバルグループ代表）

相談役

⚫ 経営統合の効力発生日（共同持株会社設立登記日：2027年３月１日（予定））における共同持株会社の取締役の人数は９名とし、
うち５名は社外取締役とすることを合意しています。

⚫ また、効力発生日における社外取締役以外の取締役は、以下のとおりとする予定です。

⚫ 加えて、効力発生日において共同持株会社は、坂本 勝司（現アークランズグローバルグループ代表）を相談役といたします。



株式移転に係る割当ての内容

経営統合の方式
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株式会社ジョイフル本田 アークランズ株式会社

【新設】 共同持株会社 （監査役会設置会社）

⚫ 両社は、共同株式移転の方法により共同持株会社を設立し、持株会社体制へ移行いたします。この結果、両社は、共同持株会社
の完全子会社となり、上場廃止となります。

⚫ 両社の株主の皆さまに新たに交付される共同持株会社の株式については、東京証券取引所にテクニカル上場が申請され、東京
証券取引所プライム市場に上場する予定であるため、両社の株式ではなく、本共同持株会社の株式となるという違いはありま
すが、実質的には、両社の株主の皆さまの保有する株式の上場が維持される方針です。

株式移転比率 １ 1.15

完全子会社

持株会社体制への移行・機関設計

（注１）株式移転に係る株式の割当ての詳細
アークランズの普通株式１株に対して共同持株会社の普通株式１株を割当て交付
し、ジョイフル本田の普通株式１株に対して共同持株会社の普通株式1.15株を割
当て交付する予定です。ただし、上記株式移転比率は、その算定の基礎となる諸
条件に重大な変更が生じ、又は重大な相違が判明した場合は、両社協議及び合意
の上、変更することがあります。なお、株式移転により、両社の株主に交付しなけ
ればならない共同持株会社の普通株式の数に１株に満たない端数が生じた場合
には、会社法第234条その他関連法令の規定に従い、当該株主に対し１株に満た
ない端数部分に応じた金額をお支払いいたします。

（注２）共同持株会社が株式移転により交付する新株式数（予定）
普通株式：138,085,675株
上記は、アークランズの発行済株式総数64,733,372株（2026年２月28日時
点）、ジョイフル本田の発行済株式総数63,784,612株（2025年12月20日時
点）に基づいて算出しています。



経営統合のスケジュール
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基本合意書承認取締役会（両社）
2026年４月14日（火）（本日）

基本合意書締結（両社）

定時株主総会に係る基準日（ジョイフル本田） 2026年６月20日（土）（予定）

最終契約書及び株式移転計画承認取締役会（両社）
2026年７月前半（予定）

最終契約書締結及び株式移転計画作成（両社）

臨時株主総会に係る基準日公告日（アークランズ） 2026年７月前半（予定）

臨時株主総会に係る基準日（アークランズ） 2026年７月後半（予定）

株式移転計画承認定時株主総会（ジョイフル本田）
2026年９月後半（予定）

株式移転計画承認臨時株主総会（アークランズ）

東京証券取引所最終売買日（両社） 2027年２月24日（水）（予定）

東京証券取引所上場廃止日（両社） 2027年２月25日（木）（予定）

効力発生日（共同持株会社設立登記日）
2027年３月１日（月）（予定）

共同持株会社株式上場日

*上記は、現時点での予定であり、経営統合及び株式移転の手続きの進行上必要な場合は、両社による協議の上、日程を変更することがあります。また、今後、経営統合及び株式移転に係る手続き及
び協議を進める中で、公正取引委員会等関係当局の許認可等の取得、又はその他の理由により経営統合及び株式移転の推進が遅延する事由又は推進が困難となる事由が生じた場合には、速やかに
公表いたします。

⚫ この度の経営統合に関するスケジュールは、以下のとおりです。



会社概要
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株式会社ジョイフル本田 名称 アークランズ株式会社

茨城県土浦市富士崎一丁目16番２号 所在地

【関東本部】
埼玉県さいたま市浦和区上木崎１丁目13番１号 
【三条本社】
新潟県三条市上須頃445番地 

代表取締役社長
平山 育夫

代表者の役職・氏名
代表取締役社長
佐藤 好文

ホームセンター事業
住宅リフォーム事業

事業内容

小売事業
外食事業
卸売事業
不動産業

12,000百万円 *1 資本金 6,462百万円 *2

1975年12月15日 設立年月日 1970年７月１日

63,784,612株 *1 発行済株式数 64,733,372株 *2

６月20日 決算期 ２月末日

4,831名（臨時雇用人員を含む） *1 連結従業員数 14,579名（臨時雇用人員を含む） *2

*1 2025年12月20日現在 *2 2026年２月28日現在
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